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AgileAgile開発プロセスとは？開発プロセスとは？①①

「状況に合わせて臨機応変に，効率よくソフトウェア開発
やプロジェクト管理を行なうアプローチ」
– 開発期間の短縮化、低コスト化、

– 多様化＆変化しつづけるユーザニーズ（要求仕様）やビジネス
ニーズへの対応

– 本質的な開発作業に専念し、無駄を省き、効率を追求

– プロセス、規約は存在するが最小限、状況や制約に応じて臨機
応変に拡張
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AgileAgile開発プロセスとは？開発プロセスとは？②②

開発プロセスAgileであるか否かは実は明確な定義は存在
していない

–– AgileAgileアライアンスアライアンス

– Agile開発のアライアンスがAgileについての「共通理念の宣言」や
Agile開発のための「活動」「メーリングリスト」「記事」「ニュース」な
どを紹介

AgileアライアンスのWebサイト
（http://www.agilealliance.org/home）
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AgileAgile開発プロセスの仲間たち開発プロセスの仲間たち

AgileAgile開発プロセスの仲間開発プロセスの仲間
–– XPXP

–– ScrumScrum

– クリスタル

– FDD

– アダプティブソフトウェア開発

– DSDM

– MDA（Model Driven Architecture)

– Etc

＊今後も増えることが想定される

『価値観』や『前提
条件』など、プロセ
スの持つ“哲学”
に注意



UMLUML / / Development Process TrackDevelopment Process Track

ScrumScrumとは？とは？

Ken Schwaber、Mike Beedleｎの両氏により発表

エンジニアリング・プロセスで無くプロジェクト管理プロセス（方法論）

– 具体的なエンジニアリングプロセス、手法は定義していない

Scrumのプロセス・アーキテクチャプロセス・アーキテクチャ

– Sprintと呼ばれる30日間（前後）のサイクルを反復

• 各反復は全力疾走
• Sprint毎に決められた作業に集中

– 製品責任者, Scrumマスター, Scrumチームなど明確な役割分担

– 少人数による開発チームを対象

• 原則 7±2人位
• 中・大規模の場合は階層化により実施
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ScrumScrum発展の経緯発展の経緯①①

著者達がプロジェクト管理で「予見的（定義された）なプ
ロセス）」では上手くいかないことを度々経験
– 実業務で“プロセスの専門家”から指摘された

1. ソフトウェア開発は、ある種のカオスであるから予め「定義さ
れたなプロセス」は不適切である

2. なぜなら入力に対して出力がいつも同じとは限らない

3. 高度に知的かつ創造的すぎるものには「予見的プロセス」で
は、むしろ品質が低下する

4. ソフトウエア開発は多くのコミュニケーションを必要とする複雑
なプロセス
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ScrumScrum発展の経緯発展の経緯②②

他の生産業界（化学プラント制御ｅｔｃ）でも「予見的なプ
ロセス」ではない（経験的）プロセス（モデル）が適用

『Process Dynamics, Modeling and Control』, Babatunde 
A. Ogunnaike, et al
– この本になぜソフトウエア開発の分野では『予見的（よく定義

された）プロセス』では上手くいかないか理解できる

– 状態を常にモニタリングし、フィードバックしながら適切な対応
を行う
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ScrumScrumのプロセス・アーキテクチャのプロセス・アーキテクチャ

ビジネス制約・ビジネス制約・
要求要求

スプリット計画
Meeting 

プリントプリント
バックログバックログ

製品製品
バックログバックログ

手順書、規約、
ガイドライン

開始 開始

スプリットスプリット

デイリーデイリーScrumScrum

実行可能な製品実行可能な製品
のインクリメントのインクリメント
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ScrumScrumのプロセス解説のプロセス解説①①～主な人物と役割～主な人物と役割

Scrumチーム
– 自己組織化するチーム

– 細かな役割分担はない

Scrumマスター
– チームの障害を解決する

• メンバーの机の配置
• PCなど開発環境
• コーヒーサーバーの設置
• etc

– DailyScrumでの報告先

– Sprintのキャンセルなどの権限もある

プロダクトオーナー
– 製品バックログの優先度を決められる

– プロダクトバックログの唯一の管理者

– プロダクト管理者（商品開発）、プロジェクト管理者、ユーザー部門の管理者
（社内開発）
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ScrumScrumのプロセス解説のプロセス解説②②～～MeetingMeeting①①

DailyScrum
– 毎日の進捗確認ミーティング

– 約１５分（技術的な話は後で）

– 「Scrumルーム」と呼ばれる会議室（部屋）

– 同じ時間（時間厳守：罰金制）、同じ場所で実施

– 輪になって座る（立つ）

– ブタ（チームメンバー）とニワトリ（発言はできない）

– 左回りに一度に一人だけ、3つに事柄につき発言

• 前回のScrumミーテキングから何をしたか？
• 何を行う（予定）か？
• 障害があるか？

SprintレビューMeeting
– Sprintの成果（プロダクト・インクリメント）をデモ

• パワーポイントの作成は禁止
• 4時間程度の情報提供Meeting
• 顧客、ユーザー、管理者（層）、製品責任者（プロダクトオーナー）に提

示
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ScrumScrumのプロセス解説のプロセス解説③③～～MeetingMeeting②②

Sprint計画ミーティング：２つのミーティング

– 顧客、ユーザー、管理者（層）、製品責任者（プロダクトオーナー）、
Scrumチームが次のSprintの目標と機能性を決める

– チームはSprint内でどうやってプロダクトに機能を構築するかを決定する

レビュー＆レビュー＆
熟考＆熟考＆
まとめまとめ

プロダクトバックログ

チームの能力

ビジネス条件

実行可能なプロダクト
への機能追加

技術の安定性

次の次のSprintSprint
の目標の目標
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ScrumScrumのプロセス解説のプロセス解説④④～リスト～リスト

– 顧客と一緒に作成

– バックログには優先度が付与

– Scrint計画Meetingで決定

– 製品責任者（プロダクトオーナー）のみ（1人）が管
理

– Sprint（30日）の中で実装されるアイテムのリスト

• 日々必要に応じてSprintバックログ中に追加さ
れていく

• 環境設定、雑用なども全て考慮する

製品（プロダクト）
バックログリスト

Sprintバックログ
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ScrumScrumのプロセス解説のプロセス解説⑤⑤～進捗管理・見積もり方法～進捗管理・見積もり方法

残り作業量と期日だけをScrumは扱う
– 期間はScrumに存在しない

– 作業日数はプロダクトバックログの合計をチームがSprint毎に達成できる
作業量で割る

– 結果指向、プロセス指向でない

303011 1515
日数（月数）日数（月数）

50005000

40004000

30003000

20002000

10001000

60006000

時間時間
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ScrumScrumのポイントのポイント

チームは『自己組織化』していく
– 分析チーム、設計チーム、品質保証チーム、コーディングチーム構成はしない

– 第三者が「チームのやるべき作業」にコミットすることはない

– 全ての権限はチームに委ねれれている

• 評価、標準、習慣、アーキテクチャ／技術の採用、etc（Sprintに先立って準備）

チームに1人は経験豊富なエンジニアが必要
– 若手の育成

チームメンバー専任が基本
– 兼任メンバーがいても良い

• 特定の問題のエキスパート、システムアドミン

– 割り当てられた時間内で作業できる仕事にコミットすることを意味する

チームは変更はあまりしない方が良い
– チームは１つの世界の形成
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ScrumScrumととXPXP

ビジネス制約・ビジネス制約・
要求要求

スプリット計画
Meeting 

プリントプリント
バックログバックログ

製品製品
バックログバックログ

手順書、規約、
ガイドライン

開始

開始

スプリットスプリット

デイリーデイリーScrumScrum

実行可能な製品実行可能な製品
のインクリメントのインクリメント

XP@ScrumXP@Scrum
XBreedXBreed

XPXPの原則、プラクティスの原則、プラクティス
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ScrumScrum及び及びAgileAgileでの注意点での注意点

具体的なテクニックやスキル向上の方法は示されてない
– 優れた要求仕様書の書き方は？

•IEE830-1998、ISO9126を満たす仕様書はどうかくの？

– 見積もり方法はこれでOKか？

•もう少し定量的に行いたい

– クライアントの効果的なコミュニケーションを行うには？

•人材の不足が叫ばれている

高い前提スキルが要求
– Scrumマスター

– XPのリーダー

– チームメンバーも高いスキルが必要!?
オブジェクト指向、開発言語の能力、etc
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ScrumScrumの背景にあるものの背景にあるもの

形式的/固定的な「プロセス」の経験

ラグビーのようなチーム・プレイからのヒント

暗黙知

From http://www.jeffsutherland.com/
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暗黙知暗黙知

ソフトウェア開発とは
– 問題領域の知識を

– 解決領域の知識に変換していくもの

知識には
– 形式的な知識と

– 暗黙的な知識がある
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暗黙知と形式知暗黙知と形式知

デジタル的な知(理論)アナログ的な知(実務)

順序的な知

(過去の知)
同時的な知

(今ここにある知)

理性知(精神)経験知(身体)

客観的な知(組織知)主観的な知(個人知)

形式知暗黙知
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知識スパイラル知識スパイラル

人間の知識は

暗黙知と形式知の

社会的相互作用を通じて

拡大され

創造される
– 「知識創造企業」野中&竹内(1996, 東洋経済新報社)
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知識スパイラル知識スパイラル
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知識スパイラル知識スパイラル
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知識スパイラル知識スパイラル
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知識スパイラルを生み出す組織の要件知識スパイラルを生み出す組織の要件

ビジョン

自律性

ゆらぎと創造的なカオス

冗長性

最小有効多様性
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ソフトウェアにおける暗黙知ソフトウェアにおける暗黙知

要求仕様書
– <-> 要求仕様書の「行間」

プロセス定義書
– <-> 実際の運用時の知恵

UMLモデル
– <-> デザイン・セッションの体験

ソースコード
– <-> 暗黙のデザイン・パターン

......
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従来型の「プロセス」従来型の「プロセス」

形式知をいかに強固にするか

暗黙知をどこまでなくせるか

知識スパイラルの右下のみで行われるスパイラル
– Plan - Do - Check - Action
– CMM/IDEAL
– Boehm/スパイラル開発モデル
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アジャイル・プロセスでの例アジャイル・プロセスでの例

スクラム・ミーティング
– 毎日同じ時刻に同じ場所で

ペア・プログラミング

共同所有

メタファ

コ=ロケーション

......
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ソフトウェアにおけるソフトウェアにおける

知識スパイラル知識スパイラル

プロダクトに関する知識

プロセスに関する知識

プロジェクトに関する知識
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プロダクトに関するプロダクトに関する

知識スパイラル知識スパイラル
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プロダクトに関するプロダクトに関する

知識スパイラルの例知識スパイラルの例
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プロセスに関するプロセスに関する
知識スパイラル知識スパイラル
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プロセスに関するプロセスに関する

知識スパイラルの例知識スパイラルの例
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ソフトウェア開発とはソフトウェア開発とは

知識の変換過程である

知識には暗黙知と形式知がある

暗黙知と形式知がダイナミックに相互作用する必要がある

プロダクト/プロセス/プロジェクトに関する知識スパイラルが
ある

Software People Vol.2 (技術評論社、2003/3発行予定)に
て詳論
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ソフトウエア開発を成功させるためにソフトウエア開発を成功させるために!!

ソフトウエア開発には何が関係するか?
– ソフトウエア開発の成功は「ソフトウエア・サイエンス」内だけで考えてはいけな

い

– 企業のビジネスゴールがあり、ソフトウエア開発プロセス、手法は手段

– 企業全体の効率化とプロジェクト単位の効率化は別の話

– etc

ソフトウエアソフトウエア
開発開発

人人

技術技術

マネージメントマネージメント

ツールツール

ビジネスビジネス
環境環境

企業・組織企業・組織
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